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ミャンマーサイクロン災害におけるロジス

ティクス要員の活動

熊本赤十字病院

○曽篠 恭裕、宮田 昭、鈴木 隆雄

本年5月 に発生 した ミャンマーサイクロン災官にお

いて、国際赤十字のロジスティクス要員 として、ヤ

ンゴン空港に到着 した救援物資等のエアー.オペ レ

ーションをミャンマー赤 十字社スタッフと行ったc

非常に困難な状況における活動を振 り返 り、今後の

類似の災害 と被災国の社会体制 との関係、そ してア

ジア地区におけるロジスティクスの今後の課題 と展

望を行いたい。
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スマ トラ島沖地震復興支援活動～水上安全

法普及支援事業の取 り組み～

日本赤十字社千葉県支部 総務課
1

日本赤十字社 事業局 国際部 国際救援課
2

0津田 直人・、神定 真潮
い
、高橋 満徳・、

ペテ ィー ト タクJ

2004年 12月 に発生 したスマ トラ島沖地震は、

死者及び行方不明者の総数が 22万人を越えた未曾

有の災害 とな り、周辺各国に多大なる被害をもたら

しました。  日本から7500km、 遠 く離れたス

リランカにおいても、各国赤十宇社による緊急支援

活動が行われ、 日本赤十宇社 もその一員 とな り、医

療チームを派遣、救護活動を展開 しました。 その後、

復興に向けた様々な取 り組みが行われ、 日本赤十字

社では、住宅建設支援や病院機能強化、職業訓練な

どの支援を現在も行つています。 千葉県支部では、

災害対策の 一環 として行われている水上安全法普

及支援活動について、現在 までに 7回、延べ 14名
の水 L安 /1N法

有資格者職員を現地に派遣 し、現地赤

十字社の職員及びボランテ ィアに対 して、普及体制

確立の助言や技術指導を行っています。  今回は、

本事業の進捗状況 と今後の見通 し、また、保健衛生

活動など医療職を中′かとして行われてきた開発協力

活動 との違いを考察 します。
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